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1. 委託業務の目的 
（1） 委託業務の目的 

将来の変化を予測することが困難な時代を生き抜くには、習得した知識や技能をも

とに、未知の問題に対して何が重要かを主体的に判断し、他者と協働しながら解決し

ていくことが不可欠である。本課題では、宇宙研究、科学教育、教育学を専門とした

本学教員が連携し、宇宙を教育手法とした主体的・対話的で深い学びに基づく中高生

向けの宇宙教育教材・カリキュラムを開発、実践できる大学院生、大学生を育成する。  
また、教育現場と連携することで、中学校、高等学校での実践を可能とし、宇宙教

育コンテンツは「総合的な学習（探究）の時間」や課外活動で活用できるものとする。  
さらに、宇宙教育を教育現場に普及させることで、「宇宙で学ぶ」ことを通じて「生

きる力」を育み、文理の枠を超えてあらゆる分野から我が国の宇宙産業等を支える子

どもたちの育成を目指す。 
 
（2） 育てたい人物像とその達成目標 

① 育てたい人物像 
本プログラムにおける育てたい人物像は、宇宙教育に興味を持ち、将来、青少年へ宇

宙教育の普及や宇宙分野の魅力の発信を担いたいと希望する者とした。 
 

② 達成目標 
文理の枠を超えた宇宙教育の浸透を目指し、主体的・対話的で深い学びに基づく中高

生向けの宇宙教育教材・カリキュラムを開発、実践でき、さらに将来は自身のキャリア

として、宇宙分野の裾野拡大のための教育に携わる志と資質能力を身に付けることを目

標とした。 
 

③ ルーブリックの設定 
本プログラムにおいて、育てたい人物像とその達成目標の到達状況を評価するために、

プログラムルーブリックを以下のとおり設定した。 
 

表 1 プログラムルーブリック 
観点 優レベルの目安 

【5 点】 
その中間 
【4 点】  

良レベルの目安 
【3 点】 

その中間 
【2 点】  

可レベルの目安 
【1 点】 

宇宙教育への
興味と関心 

興味・関心が非常に高く、すで
に十分な宇宙教育及びそれに関
する知識を身に付けている。 

←→ 
興味・関心が高く、ある程度の
宇宙教育及びそれに関する知識
を身に付けている。 

←→ 宇宙教育及びそれに関する興
味・関心がある程度ある。 

宇宙教育の普
及や宇宙分野
の魅力の発信
を担うための
意欲 

宇宙教育の普及や宇宙分野の魅
力の発信を担うための自身の将
来像が明確、具体的であり、意
欲が非常に高い。 

←→ 
宇宙教育の普及や宇宙分野の魅
力の発信を担うための自身の将
来像が明確であり、意欲が高
い。 

←→ 
宇宙教育の普及や宇宙分野の魅
力の発信を担うための自身の将
来像を持っており、意欲が見ら
れる。 
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国際的な感覚
を養う意欲 

国外での活動や国外者との交流
に非常に積極的な姿勢であり、
国際的な感覚を身に付けたい意
欲が非常に高い。 

←→ 
国外での活動や国外者との交流
に積極的な姿勢であり、国際的
な感覚を身に付けたい意欲が高
い。 

←→ 
国外での活動や国外者との交流
にある程度積極的な姿勢であ
り、国際的な感覚を身に付けた
い意欲が見られる。 

仲間や教員と
積極的にコミ
ュニケーショ
ンをとる姿勢 

非常に高いレベルで、意欲的に
他者とコミュニケーションを取
る姿勢を持っており、他の考え
方との共通点や相違点を整理す
ることや、異なる考え方を統合
することができる。 

←→ 

意欲的に他者とコミュニケーシ
ョンを取る姿勢を持っており、
他の考え方との共通点や相違点
を整理することや、異なる考え
方を統合することができる。 

←→ 他者とコミュニケーションを取
る姿勢を持っている。 

課題設定力 
現在の状況から問題を発見・定
義し、必要な情報を収集して、
解決のための構想を立てること
ができる。 

←→ 
現在の状況から問題を発見・定
義し、必要な情報を収集するこ
とができる。 

←→ 現在の状況から問題を発見・定
義することができる。 

 
また、宇宙教育教材・カリキュラムの開発、実践における受講生の到達度を測定する

ためのルーブリックを以下のとおり設定した。 
 

表 2 宇宙教育教材・カリキュラムの開発、実践におけるルーブリック 
観点 優レベルの目安 

【5 点】 
その中間 
【4 点】 

良レベルの目安 
【3 点】 

その中間 
【2 点】 

可レベルの目安 
【1 点】 評価方法の例 

マネジメント
能力（計画
性、課題設
定・解決力） 

現状分析をもとに、適切
に問題点を把握し、解決
のための構想を計画的に
立案できる。 

←→ 
現状分析をもとに、
問題点を把握し、解
決のための構想を立
案できる。 

←→ 現状分析を行う
ことができる。 

準備計画とその振り返り
について報告してもらい
評価する。 
振り返りにおいて、適切
に問題点を把握できてい
るかを確認する。 

プロモーショ
ン能力（ムー
ドメーク） 

グループ内においてリー
ダーシップを発揮し、周
囲を巻き込み、グループ
や実践先の生徒を楽しま
せながら、高い成果を収
めることができる。 

←→ 

グループ内におい
て、積極的に行動
し、グループや実践
先の生徒を楽しませ
ながら、一定の成果
を収めることができ
る。 

←→ 

グループ内にお
ける活動におい
て、グループの
人を楽しませる
ことができる。 

グループのメンバー及び
実践先の生徒をどのぐら
い楽しませたかを確認す
る。 

コミュニケー
ション能力
（チームワー
ク） 

意欲的にコミュニケーシ
ョンを取ることができ、
異なる考え方に柔軟に対
応することができる。ま
た、グループ内の役割を
識別し、役割分担を適切
に設定できる。 

←→ 

意欲的にコミュニケ
ーションを取ること
ができる。また、グ
ループ内の役割分担
を適切に設定でき
る。 

←→ 
コミュニケーシ
ョンを取る姿勢
を持っている。 

グループ内での役割分担
とその理由について報告
してもらい評価する。 

発想力（独創
性） 

課題解決に向けて、物事
の本質を見極めたうえ
で、新たな発想を取り入
れ、独創的なアイデアを
生み出すことができる。 

←→ 
課題解決に向けて、
新たな発想を取り入
れ、アイデアを生み
出すことができる。 

←→ 

課題解決に向け
て、新たな発想
を取り入れる姿
勢を持ってい
る。 

教材開発において、工夫
した点を報告してもらい
評価する。 

 
2. 実施内容 
（1） 実施体制及び運営 

① 実施体制 
委託業務に係る企画、立案、実施を目的として、学長のもとに、宇宙教育プログラム

実施ワーキンググループ（以下「WG」という。）を設置した。 
また、WG の主要メンバーから構成する宇宙教育プログラムステアリングコミッティ

（以下「SC」という。）を設置した。 
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表 3 宇宙教育プログラム実施 WG メンバー 
（所属・職名は 2022 年 3 月 31 日時点） 

所属 職名 担当者 備考 
 特任副学長 向井 千秋 研究代表者※ 
理学部第一部物理学科 教授 松下 恭子  
理学部第一部化学科 准教授 渡辺 量朗  
工学部情報工学科 教授 藤井 孝藏 ※ 
工学部情報工学科 准教授 立川 智章  
工学部機械工学科 教授 山本 誠 ※ 
理工学部物理学科 教授 鈴木 英之  
理工学部電気電子情報工学科 教授 木村 真一 ※ 
教育支援機構教職教育センター 准教授 井藤 元  
教育支援機構教職教育センター 准教授 興治 文子  
※印：SC メンバー 

 
② WG 及び SC における検討事項 

WG 及び SC を開催し、以下のとおり検討を行った。 
   【WG】 

第 2 回 WG 
日時：2021 年 10 月 21 日（木）13 時～14 時 13 分 
場所：オンライン 
議題：・審査結果における条件への対応について 
   ・外部評価委員会の設置について 

・プログラムの実施内容について 
・2022 年度プログラムの実施内容について 

第 3 回 WG 
日時：2021 年 11 月 25 日（木）13 時～14 時 
場所：オンライン 
議題：・2022 年度プログラムの実施日程について 

・2022 年度プログラムの宇宙教育教材について 
・ホームページの改修について 

第 4 回 WG 
日時：2022 年 1 月 20 日（木）13 時～14 時 30 分 
場所：オンライン 
議題：・宇宙教育プログラム通信の発行について 

・外部評価委員会の開催について 
・プログラムの実施状況について 
・ホームページの改修について 
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・2022 年度プログラムの実施内容について 
（参考） 
第 1 回 WG 
日時：2021 年 9 月 6 日（月）14 時 30 分～16 時 
場所：オンライン 
議題：・宇宙教育プログラムについて 
   ・評価委員からのコメントに対する対応について 

・プログラムの実施内容について 
・外部評価委員会の設置について 
・今後の実施検討について 

 
【SC】 

    第 1 回 SC 
日時：2021 年 12 月 22 日（水）10 時～11 時 
場所：オンライン 
議題：・外部評価委員会について 

・ステアリングコミッティメンバーについて 
・宇宙教育プログラム通信について 
・2022 年度業務計画書について 

  第 2 回 SC 
日時：2022 年 3 月 2 日（水）10 時 30 分～12 時 15 分 
場所：オンライン 
議題：・閉講式について 
   ・報告書の作成について 
   ・2022 年度受講生の募集について 
   ・2022 年度プログラムの実施内容について 

 
（2） 宇宙教育プログラム指導要領の作成 

① インタビューの実施 
宇宙飛行士や宇宙分野の第一線で活躍する若手からベテランまでの幅広い研究者・技

術者ら 20 名に対しインタビューを行った。インタビューにおいて、宇宙研究や宇宙開

発等に携わる者が、どのようなことを心がけ、いかなる思考様式に基づいて課題解決を

試みているかを明らかにした。 
 

表 4 インタビュー協力者一覧 
氏名 所属 

伊藤 隆 宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所 

上野 一郎 東京理科大学 理工学部 機械工学科 教授 



5 
 

上野 宗孝 宇宙航空研究開発機構 宇宙探査イノベーションハブ 

河村 洋 東京理科大学 名誉教授（前・公立諏訪東京理科大学長） 

木村 真一 東京理科大学 理工学部 電気電子情報工学科 教授 

倉渕 隆 東京理科大学 工学部 建築学科 教授 

幸村 孝由 東京理科大学 理工学部 物理学科 教授 

後藤田 浩 東京理科大学 工学部 機械工学科 教授 

白坂 成功 
慶應義塾大学大学院 システムデザイン・マネジメント研究科 教授 

株式会社 Synspective 取締役/共同創業者 

鈴木 英之 東京理科大学 理工学部 物理学科 教授 

相馬 央令子 宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所 

立川 智章 東京理科大学 工学部 情報工学科 准教授 

土井 隆雄 京都大学大学院総合生存学館 特定教授 

中須賀 真一 東京大学大学院 工学系研究科航空宇宙工学専攻 教授 

藤井 孝藏 東京理科大学 工学部 情報工学科 教授 

藤田 修 北海道大学大学院 工学研究院 機械・宇宙航空工学部門 教授  

松下 恭子 東京理科大学 理学部第一部 物理学科 教授 

向井 千秋 東京理科大学 特任副学長 

山本 誠 東京理科大学 工学部 機械工学科 教授 

匿名 宇宙関連業務に従事 

 
② 宇宙教育プログラム指導要領の作成 

インタビューをもとに、宇宙分野で求められる資質・能力・技術を 7 つのカテゴリと

70 の心構えに体系化し、それぞれ解説とともにまとめた。 
また、今年度作成した宇宙教育モデルコンテンツ「遠隔探査ローバーを用いた体験型

アクティブ・ラーニング」を事例紹介として記載した。 
 
【7 つのカテゴリ】 
カテゴリ 
・基本姿勢 
・立案 
・開発 
・運用 
・解析 
・チーム作り 
・リーダー論 

                   （表紙）        （内容の一例） 

図 1 宇宙教育プログラム指導要領 
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【70 の心構え】 

表 5 宇宙教育プログラム指導要領 70 の心構え 
 カテゴリ 心構え 

1 

基本姿勢 

マテリアルな利益にのみ向かうべからず。100 年後、1000 年後を見据える。 
2 本物についていくと、自分も本物になってゆくことができる。本物から学ぶ。 
3 井戸の外に出てみる。井戸の中では戦わない。宇宙という人類共通の敵と戦う。 

4 
人は完璧ではない。間違いを犯す。たとえ一人が間違えたとしても、全体として正しい方向が目指せるよ

うに心がける。 
5 興味の幅を広げる。好奇心を持ってアンテナを張り続ける。 
6 越境していく勇気を持つ。 

7 
異なる分野間で生じる「摩擦」が創造性を生み出す。異分野と積極的にコラボレーションをはかる。異分

野とのコラボレーションのためには、まずは自らの専門分野について深く掘り下げて学ぶ必要がある。 
8 知識はツールとして持つべきであって、拘束として持つべきではない。 
9 プロジェクトメンバーでカバーしきれない問題が起きた場合、その道の専門家を探す。 
10 悲観的になりすぎると物事が進まない。結果、面白いことはできない。 
11 数多くの実体験を積む（物理には実体験のストックが必要）。 
12 自分の頭で物事を考える。 
13 プロジェクトに対して当事者意識を持つ。 

14 
自分にとっての当たり前が他人にとっても当たり前とは限らない。ゆえに絶えず価値観・考え方のすり合

わせを行う。 
15 スケジュール通り進まないことは常。何度もスケジュールを見直す。 
16 アイディアを寝かせる時間（熟成期間）を設ける。 

17 
ドキュメンテーションの必要性。従軍記者（議論の過程を記録する人）を置く。意思決定のプロセスを必

ず記録に残す。 
18 物理や数学の知識はもちろん重要。くわえて国語力も磨くべし。 
19 失敗するのが常。成功の方が稀。失敗を受け入れることが重要。 
20 失敗は許されない。想定外をなくす努力をする。Think ahead 
21 失敗はない。全てが学びのプロセス。実験結果そのものよりも過程から学ぶべし。 

22 
失敗させないよう周りが手助けするのは逆効果。責任感の欠如を招く恐れあり。失敗も含めて自分で責任

を取る経験が必要。 
23 出来合いのプログラムを使用するだけでなく、プログラムの原理を理解しようと努める。 
24 謙虚な姿勢が必要。宇宙に向き合っていくと人は自然に対して謙虚にならざるを得ない。 
25 我々は先が見通せていないと努力することができない。何に向かって努力すれば良いかを明確化する。 
26 木を見て森も見る。 
27 

立案 

面白いと思ったらやってみる（最初の段階では、実現可能性は考えなくてもよい）。 

28 
課題に対してしつこく取り組む。質は問わず提案し続ける。突拍子もない発想も含めて数多くのアイディ

アを出す。 
29 文献研究を行う（先行研究のレビュー）。既に何ができていて、何がわかっていないのか、事前調査を行う。 
30 先行研究を鵜呑みにしない。 
31 過去の事例をもとにコスト見積りを行う。 
32 競争相手の開発段階をおさえる。 
33 最上位の要求を明確に定義し、目標設定を単一に定める。 
34 全体像（地図）をもとに個別事項を理解する。 
35 目標に優先順位をつける。 

36 
目標を達成するための理路を明確に提示する。できるだけ具体的な計画を立てる。大目標を達成するため

の小目標を詳細に打ち立てる。マイルストーンの設定。それぞれの人が、それぞれの専門に基づいて大目

標を実現するための小目標をクリアしていく。 
37 問いを立て、一番の難所を見抜く。 
38 目標に対する成果を３段階（ミニマムサクセス、ミドルサクセス、フルサクセス）で設定する。 
39 必ずバックアッププランを用意する。 
40 立案段階で運用・解析フェーズの見通しを立てる。 
41 拘束条件の中で、実現可能な解を見つける。 
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42 自分の身の丈を知る（自分にできること・できないことを明確化する）。 
43 自分がやりたいこととチームとしてやるべきことは一致しない可能性は高い。チームで折り合いをつける。 
44 

開発 

開発段階での急な設計変更は設計の過誤と品質低下を招きやすい。開発段階での設計変更は避ける。 
45 スケジュールが遅延するとチームのモチベーションが下がる。スケジュールをできる限り守る。 
46 妥協も必要。 
47 捨てる勇気を持つ。あれもこれもは不可能。トレードオフが生じた場合、ともかくも対話を重ねる。 

48 
見たくないものを見る勇気。見たくないものは見えなくなる。バイアスがかかっていないか、絶えず批判

的思考を繰り返す。 

49 
宇宙開発においては「運」もある。どこかで割り切らなければならない。思い切りも必要。人事を尽くし

て天命を待つ。「運」を掴むためには経験と知識が必要。 
50 

運用 
憶測ではなく、正確に事象を捉える。想像力が必要。 

51 スムーズな運用のためには入念なリハーサルが必要。 
52 

解析 

当初の目的が果たせているかを検証する（ミニマムサクセス、ミドルサクセス、フルサクセス）。 
53 データを生で見る。立案段階の仮説に囚われず、様々な角度からデータを分析する。 
54 想定外の結果が出ても嘆く必要はない。そこから新たな発見が得られる可能性がある。 

55 
成果を発表するためのプレゼンテーション力が重要。難しい内容をわかりやすく噛み砕いて伝えることも

必要。誇張と省略。 

56 

チーム作り 

ミッションサクセスという大きな目標がチームをまとめる。大目標を各メンバーが共有していれば、組織

はまとまる。 
57 チームのメンバーの関心事に興味をもつ。互いのバックグラウンドに敬意を払う。相手の立場を想像する。 
58 物理的に場を共有し、face to face でコミュニケーションをとる。 
59 リーダーとリスク管理をする人間を分ける。 
60 どうしても合わない人がいる場合は、できるだけ接点を持たないように物理的に作業を離す。 
61 問題を一人で抱え込まない。 
62 適度な貧乏が創造性を生む。 
63 フリーライダーに責任を持たせる。 
64 

リーダー論 

ミッションは人である。強力にグループを引っ張っていく存在が必要。 
65 リーダーは誠実であれ。高潔さ（Integrity）が必要。 
66 責任を取る決断を下し、任せるところはメンバーに任せる。コアメンバーとの信頼関係を築く。 
67 トップの熱量は周囲に伝播する。 

68 
リーダーには聞く力・包容力が必要。自分と異なるアイディアを尊重し、メンバーが自由に発言できる雰

囲気を作る。 

69 
リーダーには調整が求められる。落穂拾い。分担の隙間を埋め合わせる。必要に応じて謝ることができる

のが良いリーダー。 
70 外に向かって発信する力が必要。 

 
（3） 宇宙教育モデルコンテンツの作成 

過年度に本学が実施した宇宙航空科学技術推進委託費の宇宙航空人材育成プログラ

ムの遠隔探査実験を教材として活用した。全体のテーマを「遠隔探査ロボットを用いた

体験型アクティブ・ラーニング」とし、4 種類の教材を作成し、学校現場で実践した。 
教材の作成にあたっては、過年度プログラムの受講生、協力機関の株式会社宇宙の学

び舎 seed を開発補助とし、過年度に実施した方式をもとに改良を加えることで新たな

コンテンツを生み出した。 
実践にあたっては、協力機関の江戸川学園取手中・高等学校、聖学院中学校、駒込高

等学校の授業や課外活動で実施した。 
なお、聖学院中学校及び駒込高等学校は過年度プログラムの受講生、江戸川学園取手

中・高等学校は株式会社宇宙の学び舎 seed が担当した。 
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① 【教材】遠隔探査ロボットの製作 
【概要】 
 宇宙遠隔探査ロボットキットを使用して生徒自身が宇宙遠隔探査ロボットを製作す

る過程で、宇宙探査機を開発する際の考え方、ロボットの仕組み、地上と宇宙の違いに

ついて学びながら、ソフトウェアの開発についても体験するプログラム。 
 
  【実践先】 
  江戸川学園取手中・高等学校 
 
  【対象】 
  中学生・高校生 
 
  【実施形態】 
  課外活動 
 

【実施内容】 
1 回 45 分、計 7 回のプログラムを実施した。実践先の学校において希望者を募り、

中学 1～3 年生 33 名、高校 1、2 年生 8 名の計 41 名が参加した。 
 

表 6 各回の実施内容 
 日程 内容 

第 1 回 12 月 8 日（水） ガイダンス 
第 2 回 12月 15日（水） はんだ付け 
第 3 回 1 月 12 日（水） 遠隔探査ロボットの仕組み 
第 4 回 1 月 26 日（水） 遠隔探査ロボットを組み立てよう 
第 5 回 2 月 2 日（水） 遠隔探査ロボットをデコレーションしよう 
第 6 回 3 月 2 日（水） プログラミングに挑戦 
第 7 回 3 月 9 日（水） 遠隔探査ロボットを動かす発表会 
※各回 45 分 

 
第 1 回 ガイダンス 

   プログラム全体の概要説明、ものづくりやロボット工学に関するレクチャーを行った。

その後、参加者は、製作する遠隔探査ロボットの完成品を観察し、どのような機能を持

った部品がどのように構成されることでロボットができあがっているかについて、チー

ムで話し合い、気づいたことや調べたこと、考えたことについて発表した。 
   初回として、実習の全体像を把握させるとともに、チームに分かれてコミュニケーシ

ョンを取る機会を設けながら、第 3 回の遠隔探査ロボットの仕組みに関する講義に繋

がるように、遠隔探査ロボットの部品や構成について自らの手を動かして考えて話す時
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間を設けた。 
 
  第 2 回 はんだ付け 
   基盤やセンサー、はんだ付けに関する説明を行い、はんだ付けの様子を演示しながら、

参加者にはんだ付けを体験させた。各チームに第 7 回まで通して使用する遠隔探査ロ

ボットキットを 1 セットずつ配付し、参加者は指定箇所にセンサーを接続するための

はんだ付けを行った。交代しながら全員がはんだ付けを体験し、最後に電源を接続して

正常に起動するかを確認した。 
 
 
 
 
 

図 2 第 2 回プログラムの様子 
 
  第 3 回 遠隔探査ロボットの仕組み 

これから製作する遠隔探査ロボットの仕組みや搭載されているセンサーについて説

明を行った。 
 
  第 4 回 遠隔探査ロボットを組み立てよう 

ネジ締めに関する説明（トルクドライバー、仮止め、ワッシャ、配線について）を行

い、ねじ締めの様子を演示しながら、参加者にネジ締めを中心とした遠隔探査ロボット

の組み立てを体験させた。 
 
 
 
 
 

（組み立て前の遠隔探査ロボット）          （組み立ての様子） 

図 3 第 4 回プログラムの様子 
 
  第 5 回 遠隔探査ロボットをデコレーションしよう 

各チームに遠隔探査ロボットへの愛着を持ってもらうこと、チームらしさを自由に表

現してもらうことを目的として、遠隔探査ロボットのデコレーションを行った。初めに

今回の作業内容と趣旨の説明を行い、マスキングテープやシール、油性ペンなどを用い

て自由に各チームの機体をデコレーションさせた。その後、チームごとに壇上でデコレ

ーションのコンセプトと特徴、機体に名付けた愛称について発表してもらった。 
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（話し合いの様子）            （デコレーションを施した遠隔探査ロボット） 

図 4 第 5 回プログラムの様子 
 
  第 6 回 プログラミングに挑戦 

プログラミングについての簡単な説明や、今回扱う専用ツールについての説明を行い、

例示したプログラムを実装してチームで機体を動かした。その後、各チームが動かした

い機体の動きを想像して、プログラミングに挑戦した。 
 

  第 7 回 遠隔探査ロボットを動かす発表会 
今回行う発表会の内容について説明を行った後、発表に向けて前回のプログラミング

作業の続きを行った。その後、各チームに壇上で「ロボットの名前と特徴、実装したプ

ログラムの説明、プログラムの披露（プログラムを実行して動かす）、チームの自慢（メ

ンバーやチームワークなどについて）、実習全体の感想」を発表させた。 
 
 
 
 
 
 

図 5 第 7 回プログラムの様子 
 

【アンケート調査結果】 
   参加者にプログラム実施前と実施後にアンケート調査を行った。 
 

◆選択式のアンケート項目 
表 7 選択式のアンケート項目の集計結果 

番号 項目 

実施前

（n=34） 
2022 年 1 月 12 日 

実施後

（n=26） 
2022 年 3 月 9 日 

平均 平均 

1 
・ 宇宙について、興味はありますか。（事前） 
・ 宇宙について、受講前よりも興味を持つことがで

きましたか。（事後） 
4.2 4.4 
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2 ・ 遠隔探査ロボットの仕組みをよく理解できまし

たか。 3.7 4.5 

3 ・ はんだ付けはうまくできましたか。 3.7 3.9 

4 ・ 遠隔探査ロボットをうまく組み立てられました

か。 3.6 4.4 

5 

・ ロボットなどを動かすソフトウエアを開発した

ことがありますか。(事前) 
・ ロボットを動かすソフトウエアをうまく開発出

来ましたか。（事後） 

1.7 4.0 

6 

・ ロボットなどの物づくりをしたことがあります

か。（事前） 
・ 今後もロボットなどの物づくりをしてみたいで

すか。（事後） 

3.1 4.6 

7 ・ 今後もソフトウエアを開発してみたいですか。 － 4.3 
8 ・ 実習での説明は、わかりやすかったですか。 4.4 4.8 
9 ・ 実習の内容に興味が持てましたか。 4.4 4.7 

10 ・ 今後、宇宙に関わることをもっと勉強してみたい

と思いますか。 
－ 4.4 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 選択式のアンケート項目の集計結果 
 

◆選択式のアンケート項目 
○これまでの実習の中で一番印象に残ったことは何ですか？（事前） 

・はんだ付け（21名） 

・ギアの種類 

・装置、センサー 

・ジャイロセンサの所の説明 

・機械について調べたとき 

・ロボット操作（2名） 

・ロボットの構造についての観察 

・組み立てるときに折れそうなほど細かったこと 

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

評
価
（

5：
良

い
、

1：
悪

い
）

事前

事後
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・前期の調査するときに班員で協力して考えて動かしていた時 

 

○これまでの実習の中で一番印象に残ったことは何ですか？（事後） 

・プログラムを作ってローバーを動かすこと(9名） 

・全員で協力しながら一つ一つの課題をクリアしていったこと 

・はんだ付け、難しかったが楽しかった(7名) 

・ソフトウエアの仕組み 

・ローバーの組み立て(4名) 

・ロボット、ローバーを動かしたこと（2名） 

・ローバーの車輪が回らないこと 

・探査内容 

・自由にローバーを飾り付けられたこと、飾りつけ（2名） 

 

○今後の授業についての希望がありましたら教えてください。（事前） 

【内容面】 

・言語は C ++ で作りたい。 

・プログラミングについて学びたい！ 

・宇宙探索ロボットの部品について詳しく教えてほしいです。 

・外で動かしてみたい 

【班構成】 

・同じチームの中に同学年がいなかったため、非常に連携がとりにくかった。せ

めて 1 チームに同学年の方を 2 人入れて欲しいと思います。よろしくお願いい

たします。 

・班の中に同じ学年の人を 2人以上、出来たら班を学年ごとにしてほしい。 

・グループを横断して行いたい 

【その他】 

・楽しいです。これからもお願いします。 

・十分だと思う。 

 

○今後、受けてみたい授業のテーマがありましたら教えてください。（事後） 

・宇宙でのカメラ（先生の研究内容などについて）より詳しく知りたい 

・星を見たいです。 

・星座、星について 

・天体観測について 

・宇宙に関するコンピュータシミュレーションをやってみたいです。 

・何かを作るのではなく、宇宙についての講義を聞きたい。 

・相対性理論や量子力学 

・人工衛星を作る 
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・もっとたくさんのはんだ付けをするテーマ 

・ロボコン 

・ローバーを様々な地上の状態で動かしてみたい。コンクリートとか校庭とか坂

道とか… 

・プログラミングを作るソフトウエアを作るソフトを作ってみたいです。 

・プログラムをするソフトを作る。 

・ソフトウエアをプログラムしてみたい。 

・ソフトを作ることをしてみたいです。 

・プログラミング 

・プログラミング講座 

・思いつかず申し訳ないですが、想像以上に楽しく学べて、宇宙のテーマ自体に

興味はさほどなかったけれどこの講座であれば受けたいです。 

・いろいろ 

 
② 【教材】人の住む環境について考える 
【概要】 
 遠隔探査ローバーを用いて、新発見された未知の惑星が移住可能か調査しながら、人

の住む環境について考えるプログラム。 
   

【実践先】 
  聖学院中学校 
 
  【対象】 
  中学生 
 
  【実施形態】 
  課外活動 
 

【実施内容】 
1 回 110 分（途中 10 分休憩含む）、計 3 回のプログラムを実施した。実践先の学校に

おいて希望者を募り、中学 2、3 年生 24 名が参加した。 
 

表 8 各回の実施内容 
 日程 内容 

第 1 回 1 月 15 日（土） 遠隔探査の練習（人が住める環境について考える） 
第 2 回 2 月 19 日（土） 未知の惑星探査（人が住める環境について考えを深める） 
第 3 回 3 月 12 日（土） 各チームの成果発表 
※各回 110 分（10 分休憩含む） 
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第 1 回 遠隔探査の練習 

   プログラムの導入として、アルテミス計画等の進行中のプロジェクト、宇宙のロボッ

ト等の宇宙開発について紹介し、その後、プログラム全体のミッションについて説明し

た。 
   ≪プログラム全体のミッション≫ 
   ・温暖化による海水面の上昇や大気汚染で地球環境は悪化している 

・人の住める場所は少なくなっている 
・私たちが目ぼしい惑星を発見した 
・移住可能かローバーで惑星探査して欲しい 

第 1 回は訓練と称して、ローバーの基本操作を修得した後、遠隔探査の練習を行っ

た。訓練のミッションを通して、人が住める環境とはどのようなものか考え、ワークシ

ートにまとめ、各チームの意見を全体で共有した。 
≪訓練のミッション≫ 
・君たちのローバーを地球上のどこかの国においてきた 
・遠隔操作でカメラの画像や温度を取得し、どこの国に置いて来たか当てて欲しい 

 
 
 
 
 
 
      （遠隔探査の練習）   （どこかの国に置かれたローバー） （各チームの意見を共有） 

図 7 第 1 回プログラムの様子 
 

第 2 回 未知の惑星探査 
   第 2 回は、オンラインで行った。前回の振返りをした後、プログラム全体のミッショ

ンを再確認し、チームに分かれ惑星探査を行った。その後、次回の成果報告に向けて、

チームで発表準備を進めた。 
≪探査のミッション≫ 
・未知の惑星の遠隔探査を行い、調べた場所の地図を作ろう 
・見つけたもの、そこからわかること、人間が生存できるかどうかを調べてまとめ

よう 
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（ローバーで未知の惑星を探査する様子）         （ローバーの操作画面） 

図 8 第 2 回プログラムの様子 
 

第 3 回 各チームの成果発表 
前回の振返り、発表内容の確認をし、前回に引き続き発表の準備を行った。発表は、

未知の惑星には何があったのか、探査でどんなことがわかったのかを共有し、人が住め

る環境についてチームが考えたことをまとめるものとした。その後、各チームの成果発

表を口頭発表 7 分、質疑応答 3 分で行った。最後に、未知の惑星についての解説、地球

の環境について説明した。 
 

③ 【教材】月面探査レース 
【概要】 

「月基地から極限環境で生き続けることができるクマムシが脱走したので捕獲回

収する」というテーマで月面探査レースを行いながら、限られたリソースの中で、い

かに最適なシステムを実現するかを考えるプログラム。 
 
  【実践先】 
  駒込高等学校 
 
  【対象】 
  高校生 
 
  【実施形態】 
  授業「科学探究」 
 

【実施内容】 
1 回 50 分、計 3 回（内 1 回（第 1 回）は④【教材】課題解決に向けたルール作成と

合同実施）のプログラムを実施した。実践先の学校の科学探究の授業において、理系先

進コースの高校 1 年生 44 名が参加した。 
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表 9 各回の実施内容 
 日程 内容 

第 1 回 2 月 3 日（木） ローバーの操作方法の修得 
第 2 回 2 月 17 日（木） レースに向けた検討 
第 3 回 2 月 22 日（火） 月面でのクマムシ救出レース 
※各回 50 分 

 
第 1 回 ローバーの操作方法の修得 

   第 1 回は、オンラインで行った。プログラムの導入

として、地球と月面の環境の違いについて説明し、本

プログラムのテーマとなる月面環境について想像さ

せた。その後、各チームに分かれて、次回以降のプロ

グラムに向けて、ローバーを遠隔で操作する練習を行

った。併せて、使用しているローバーの問題点とその

解決策をチームで話し合った。             （遠隔探査の練習をする様子）             
図 9 第 1 回プログラムの様子 

 
第 2 回 レースに向けた検討 

   次回のクマムシ救出レースのストーリー、概要について説明をした後、レースに向け

た検討を行った。ローバーが走行する月面の状況（山やクレーター等）を確認し、ロー

バーがうまく走行できるようなカスタマイズやクマムシを捕獲しやすくするためのカ

スタマイズをチームで検討した。カスタマイズにはコストがかかることも考慮させ、走

行性能とコストのバランスも含めて話し合いを行った。 
≪ストーリー≫ 
・クマムシは厳しい環境でも生きられる 
・その生態調査を月面の環境を用いて行っていたが脱走してしまった 
・ローバーを使って捕獲回収する 

 
第 3 回 月面でのクマムシ救出レース 

   前回の話し合いで決定したカスタマイズを施したローバーを使用して、どのチームが

一番早くクマムシを遠隔操作で救出できるかレースを行った。 
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（遠隔操作の様子）         （コース全体像）      （クマムシを救出するローバー） 

図 10 第 2 回・第 3 回プログラムの様子 
 
④ 【教材】課題解決に向けたルール作成 
【概要】 

複数台のローバーを同時に動かす実験を通して、車道や信号機のない月面において

ローバーを衝突させずに無事に目的地まで移動させるためのルールを考えるプログ

ラム。 
  

【実践先】 
  駒込高等学校 
 
  【対象】 
  高校生 
 
  【実施形態】 
  授業「科学探究」 
 

【実施内容】 
1 回 50 分、計 3 回（内 1 回（第 1 回）は③【教材】月面探査レースと合同実施）の

プログラムを実施した。実践先の学校の科学探究の授業において、理系先進コースの高

校 1 年生 44 名（③【教材】月面探査レースと同一クラス）が参加した。 
 

表 10 各回の実施内容 
 日程 内容 

第 1 回 2 月 3 日（木） ローバーの操作方法の修得 
第 2 回 2 月 24 日（木） ローバー同士が衝突しないためのルール作り 
第 3 回 3 月 1 日（火） ルールの有効性を考える 
※各回 50 分 

 
第 1 回 ローバーの操作方法の修得 

   第 1 回の実施内容は前述の 2.（3）③第 1 回に記載。 



18 
 

 
第 2 回 ローバー同士が衝突しないためのルール作り 

   第 2 回は、③【教材】月面探査レースの第 2 回（2 月 17 日）、第 3 回（2 月 22 日）

を実施した後に行った。 
   ③【教材】月面探査レースで救出したクマムシを各チームが他のチームのローバーと

衝突せずに目的地まで送り届けることをミッションとした。まず、8 チームに分け、同

時に月面探査を行うのは 4 チームであることを説明した。実験として、自身のチームの

ローバーの初期位置と目的地が描かれた地図をもとに、ローバーを目的地まで遠隔で操

作した。遠隔操作では、自身のチーム以外に 3 チーム（計 4 機）のローバーが、同時に

ミッションを遂行している。この実験を通して、ローバーが衝突しないために、お互い

が意思疎通を図るための仕組みづくりとそのルールについて考えた。 
   なお、ローバーには、3 色（緑・黄・赤）の LED を搭載し、任意の LED を操作によ

り点灯できるようにした。 
 

第 3 回 ルールの有効性を考える 
 前回の実験において各チームが考えたルールを発表し、最善案を話し合いで決めた。

その後、そのルールに基づき第 2 回と同様の実験を行い、ルールの有効性を確認した。 
 

表 11 各チームから提案のあったルール 
チーム ルール 

1 LED で次の行動を示す 
2 行きたい方向の LED をつける 
3 曲がる方向に LED をつける 

4 
LED を使ってじゃんけんをして勝ちが進む 
（緑：パー、黄：チョキ、赤：グー） 

5 相手にどう動いてほしいか伝える 
6 1 機が待機できるスペースを 2 つ決める 
7 LED を 3 色使って 8 方向を表し、進みたい方向を示す 
8 LED の色にそれぞれの意味をつける 

 
 
 
 
 
 
 

（LED を搭載したローバー）       （実験の様子）          （授業の様子） 

図 11 第 2 回・第 3 回プログラムの様子 
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（4） 宇宙教育人材の育成 
① ファシリテーション能力育成講座の開発 

宇宙教育コンテンツを効果的に学校現場等で活用できる人材を育成するために、漫才

師やアナウンサーといったコミュニケーションをバックグラウンドとする表現のプロ

を講師として招き、ファシリテーションやプレゼンテーション能力を学修させる講座を

開発し、試行的に計 4 回の講座を実施した。 
   

表 12 ファシリテーション能力育成講座の内容 
内容（タイトル） 講師 

マスク越しでも伝わる話し方 ・教育支援機構教職教育センター 井藤元 准教授 
・長崎真友子 氏（アナウンサー） マスク越しでも伝わる話し方 2 

聴き手の心を掴むリポート術 ・教育支援機構教職教育センター 井藤元 准教授 
・木曽さんちゅう 氏（漫才師） 模擬授業に挑戦！ 

 
表 13 ファシリテーション能力育成講座の実施状況 

実施日時 内容（タイトル） 受講者数 
11 月 25 日（日）10:30～12:00 マスク越しでも伝わる話し方 17 人 
11 月 25 日（日）13:00～14:30 聴き手の心を掴むリポート術 17 人 
12 月 22 日（日）10:30～12:00 マスク越しでも伝わる話し方 2 14 人 
12 月 22 日（日）13:00～14:30 模擬授業に挑戦！ 15 人 

 
② メンター候補者の育成 

過年度プログラムの受講生に前述の 2.（3）宇宙教育モデルコンテンツの作成補助を

担わせるとともに、作成した教材の報告会の実施及びファシリテーション能力育成講座

を受講させ、次年度以降のメンター候補者を養成した。 
メンターの養成にあたっては、ルーブリックの各項目をどこまで達成できたかを自己

評価させた。 
 

③ メンター候補者によるモデルコンテンツ作成報告会 
宇宙教育モデルコンテンツの作成について、チームで作成した教材内容及び実践結果

について報告を行い、その成果を共有することを目的に報告会を行った。 
  

表 14 チーム構成 
チーム 教材 チーム構成 

T1 【教材②】人の住む環境について考える 大学院生 4 名、大学生 2 名 
T2 【教材④】課題解決に向けたルール作成 大学院生 1 名、大学生 5 名 
T3 【教材③】月面探査レース 大学生 6 名 

 



20 
 

【実施日時】 
 2022 年 3 月 13 日（日）10 時～12 時 
 
【実施概要】 
・チームごとにスライドを用いて作成した教材内容、実践結果、コスト見積りをまと

めプレゼンテーションを行った。 
・1 チームあたり 10 分の発表を行った後、質疑応答とした。 
・宇宙教育教材・カリキュラムの開発、実践におけるルーブリック（前述 1.（2）③

表 2 参照）（以下、「宇宙教育教材開発ルーブリック」という。）をもとに、プログ

ラム関係者が各チームの評価を行った。 
・最優秀チームは T1 に決定した。 

 
 
 
 
 

 
図 12 報告会の様子 

 
④ メンター候補者による自己評価 

   前述 1.（2）③に記載したルーブリックを用いて、メンター候補者に自己評価させた。

自己評価は、モデルコンテンツ作成報告会の実施後に、育てたい人物像とその達成目標

の到達状況を評価するためのルーブリック（前述 1.（2）③表 1 参照）（以下「プログラ

ム全体ルーブリック」という。）及び宇宙教育教材開発ルーブリックを使用した。ルー

ブリックごとの評価点の平均値を以下に示す。 
   なお、次年度以降は、受講生に受講前後で自己評価を行い、成長度を測る予定である。 

 

（プログラム全体ルーブリック）              （宇宙教育教材開発ルーブリック） 

図 13 メンター候補者による自己評価結果 
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⑤ メンター候補者へのアンケート調査 
   メンター候補者による自己評価以外に、育成の前後でアンケート（各事項 5 段階評

価）を実施し、「A．意欲・関心・態度」、「B．探究活動」、「C．知識・技能」、「D．その

他」の 4 項目について意識の変化を調査した。 
  

表 15 メンター候補者へのアンケート集計結果 
A．意欲・関心・態度に関する項目 
番
号 質問事項 

前 後 
平均 平均 

1 宇宙科学技術に対して、積極的に情報を得ようとしていますか。 3.7 4.3 

2 宇宙科学技術に対する知識や技術を得るために、積極的にかかわろうとしてい
ますか。 3.8 4.3 

3 宇宙科学技術の魅力を発信したり、普及したりする意欲がありますか。 3.4 3.6 
4 国外での活動や、国外者との交流する機会があれば、積極的にできますか。 3.9 4.0 

5 他者とコミュニケーションを取り、他者の考え方との共通点や相違点を整理す
ることができますか。 4.1 4.2 

6 考え方が異なるものが集まったとき、異なる考え方を統合することができます
か。 3.7 3.9 

7 人の前で話をすることは得意ですか。 3.6 3.6 
 
B．探究活動について 
番
号 質問事項 

前 後 
平均 平均 

1 現在の状況から課題を発見・定義することができますか。 3.5 4.2 

2 発見した課題を解決するために、見通しを持ち、必要な情報を収集することが
できますか。 3.7 4.1 

3 発見した課題を解決するため収集した情報を、適切に整理したり分析したりす
ることができますか。 3.8 3.7 

4 発見した課題を解決するために情報を処理し、整理・分析し、導いた結論を適
切に評価することができますか。 3.4 3.6 

5 1 つの課題を解決した後、新たな課題を発見したり、追究したりすることがで
きますか。 3.8 4.1 

 
C．知識・技能について 
番
号 質問事項 

前 後 
平均 平均 

1 宇宙科学技術について、十分な知識を持っていますか。 2.6 3.3 
2 モノづくりの経験はありますか。 3.2 3.4 
3 プログラミングはできますか。 2.3 2.8 
4 データを処理する方法について説明できますか。 2.1 2.3 

 
 



22 
 

D．その他 
番
号 質問事項 

前 後 
平均 平均 

1 人にわかりやすく話を伝えることが得意ですか。 3.1 3.4 
2 プレゼンテーションの資料を作るのは得意ですか。 3.1 3.4 

 
（5） 教育効果の検証 

① 自己評価 
プログラム全体の効果検証として、本学による自己評価を行った。 
 

表 16 本学による自己評価 
評価項目 本学自己評価 

【プログラム全体】 
文部科学省 宇宙航空科学

技術推進委託費 「人文社会

×宇宙」分野越境人材創造

プログラムを実施する。 
今年度は、宇宙教育プログ

ラム指導要領の作成、ファ

シリテーション能力の育成

講座の開発、宇宙教育教材・

カリキュラムの開発及び実

践を実施する。実施は、パ

イロット版として、過年度

に宇宙教育プログラムを受

講した本学学生を対象とす

る。 
 

 
○ 第 1 期（2015～2017 年度）、第 2 期（2018～2020 年度）に引き続き、文部科学省

による宇宙航空科学技術推進委託費に採択され、宇宙教育プログラムを実施するこ

とができた。 
○ 過年度に宇宙教育プログラムを受講した本学学生 18 名を対象にパイロット版の

「宇宙教育プログラム 2.0」を実施することができた。 
○ 効果検証を目的としたルーブリックを 2 種類（プログラム全体、宇宙教育教材開

発）作成することができた。今年度は受講後のみの自己評価となったが、次年度以

降は受講生に対して受講前後で自己評価をさせ、検証を行う予定である。 
○ 客観的な評価及び本学への助言を行うことを目的に外部評価委員会を設置した。 
○ 業務計画に記載した当初の予定を実施することができた。 

 

【プログラムの目的】 
主体的・対話的で深い学び

に基づく中高生向けの宇宙

教育教材・カリキュラムを

開発、実践できる大学院生・

大学生を育成する。 

 
○ これまでの宇宙教育プログラムで蓄積した資産（人材を含む）を活用し、探究学習

向けの宇宙教育教材の開発を行うことができた。 
○ これまで学校教育に関わる経験が少なかった学生が、宇宙教育教材・カリキュラム

の開発に携わり、中学校や高等学校で実践する経験を積むことができた。 
○ 学生は、対面とオンラインを併用し、自主的かつ計画的に開発及び実践に向けたデ

ィスカッション等を実施しており、実践に基づいたマネジメント能力やコミュニケ

ーション能力は着実に伸びたと考えられる。 
 

【当該年度における成果】  
宇宙教育プログラム指導要

領の作成 
○ 宇宙分野の若手からベテランまでの研究者、技術者、宇宙飛行士といった幅広い人

材（計 20 名）にインタビュー調査を行うことができた。 
○ インタビューをもとに、宇宙研究や宇宙開発等に携わる者が、どのようなことを心

掛けて、いかなる思考様式に基づいて課題解決を試みているかを明らかにし、宇宙

分野で求められている資質・能力・技術を体系化することができた。 
○ 当初目標（3 つ以上）を上回る 7 つの重要カテゴリを抽出し、全 70 項目にまとめ

ることができた。 
 

ファシリテーション能力の

育成講座の開発 
○ 宇宙教育教材を学校現場等で活用できる大学院生・大学生を育成するために、漫才

師やアナウンサーといったコミュニケーションをバックグラウンドとする表現の

プロを講師として招き、ファシリテーションやプレゼンテーション能力を学修させ

る講座を開発することができた。 
○ 試行的に計 4 回の講座を本学学生 18 人に受講させ、次年度以降のメンター候補者
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を養成することができた。 
 

宇宙教育教材・カリキュラ

ムの開発・実践 
○ 過年度の宇宙教育プログラムで実施した遠隔探査実験をもとに、宇宙教育教材を開

発し、学校現場で実践することができた。 
○ 当初目標（1 種類以上）を上回る 4 種類の教材を開発することができた。 
○ 第 1 期、第 2 期の宇宙教育プログラムメンターが起業した株式会社宇宙の学び舎

seed を協力機関とし、宇宙探査機の開発について学びながら、ものづくりやプロ

グラミングを自らの手を動かして実践する教材を開発することができた。 
○ 主に過去に過年度に宇宙教育プログラムを受講した本学学生を開発補助として、過

年度に実施した方式をもとに改良を加えることで新たなコンテンツを 3 種類生み

出すことができた。 
 

次年度の準備 ○ 次年度の受講生の募集に向けて、ホームページを整備し、リーフレットを作成した。

リーフレットは、主に関東圏内の大学（425 学部）に配付した。 
 

成果の公表・波及 ○ 宇宙分野の魅力を広く社会全体へ発信し興味を醸成すること、また宇宙分野の魅力

を中学校・高校の教育現場と連携して広げることを目的として、宇宙教育プログラ

ム通信を 1 回発行した。宇宙教育プログラム通信は、主に関東圏内の大学（425 学

部）、高等学校（430 校）、教育委員会（212 機関）に配付し、併せてホームページ

に公開した。 
 

【実施体制】 
プログラムを企画立案及び

実施するための組織体制を

整備する。 

 
○ 研究代表者を宇宙飛行士の向井千秋特任副学長として実施することができた。 
○ 宇宙教育プログラム実施ワーキンググループ（以下「WG」という。）を設置し、プ

ログラムに係る企画、立案、実施を行うことができた（計 4 回 WG を開催）。 
○ 研究代表者を含む WGメンバーのうち 4名で構成するステアリングコミッティ（以

下「SC」という。）を設置し、プログラムの方針決定を迅速に行うことができた（計

2 回 SC を開催）。 
○ 宇宙、科学教育、教育学の専門家が、宇宙教育プログラムの参画教員として、学部

学科を越えて横断的にプログラムを実施することができた。 
○ 事務局は、次世代人材育成及び高大連携の担当実績を有する学務部学務課が担当

し、本プログラムの円滑な運営・実施に貢献した。 
 

 
② 外部評価委員会の設置 
【目的及び組織】 

   宇宙教育プログラム事業の客観的な評価及び本学への助言を行うことを目的  

として、東京理科大学宇宙教育プログラム外部評価委員会（以下「外部評価委員会」

という。）を設置した。 
 外部評価委員会は、次に掲げる委員をもって組織し、今年度は 11 名の委員を委嘱

した。 
・学識経験者 若干人 
・中学校、高等学校等の校長経験者 若干人 
・副学長が必要と認める者 若干人 
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表 17 外部評価委員会委員 
所属 職名 氏名 備考 

大学共同利用機関法人 情報・システム研
究機構 機構長 藤井 良一 委員長 

国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 社友 樋口 清司  

国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 
宇宙教育センター センター長 佐々木 薫  

北海道大学大学院 工学研究院 機械・宇宙
工学部門 教授 大島 伸行  

東京大学大学院 情報学環・学際情報学府 教授 山名 淳  

熊本大学 教育学部 准教授 苫野 一徳  

京都高等教育研究所 代表 内村 浩  

東京都科学技術高等学校 校長 久保 剛  

江戸川区立清新第一中学校 校長 薦田 敏  

上智大学 特任教授 栗原 峰夫 高等学校長経験者 

スパークス・イノベーション・フォー・フ
ューチャー株式会社  大貫 美鈴 宇宙ビジネス 

コンサルタント 
  
 【視察】 

外部評価委員会委員は、当該年度中に任意で宇宙教育プログラムの視察ができるもの

とし、以下のとおり実施した。 
 

表 18 外部評価委員会委員視察状況 
日付 視察内容 視察者 

12 月 19（日） 

10:30～12:00 
ファシリテーション能力育成講座「マスク越し
でも伝わる話し方 2」 

山名委員 

13:00～14:30 
ファシリテーション能力育成講座「模擬授業に
挑戦」 

薦田委員 
栗原委員 

14:50～17:10 
宇宙教育教材ディスカッション 

大島委員 
久保委員 
薦田委員 
栗原委員 
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3 月 13 日（日） 

10:00～12:00 
報告会 
 
12:10～12:30 
閉講式 

樋口委員 
佐々木委員 
山名委員 
内村委員 
栗原委員 
大貫委員 

 
 【外部評価委員会】 
   外部評価委員会を以下のとおり開催した。 

日時：3 月 30 日（水）10 時～12 時 
場所：東京理科大学神楽坂キャンパス及びオンライン 
議題：・開会挨拶 

・外部評価委員会委員紹介 
・外部評価委員会について 
・今年度プログラム概要説明 
・今年度プログラムの自己評価について 
・意見交換 

 

（6） 成果の公表・波及 
【宇宙教育プログラム通信】 

宇宙教育プログラムの活動を発信することで、学校現場や一般に宇宙分野の魅力を伝

えることを目的に、広報リーフレットを発行した。リーフレットは、主に関東圏内の大

学、高等学校、教育委員会等に配布するとともに、宇宙教育プログラムホームページに

て公開した。 

 第 10 号（2022 年 3 月発行） 
・ 第 3 期宇宙教育プログラム「人文社会×宇宙」分野越境人材創造プログラム（向

井千秋特任副学長） 
・ 2021 年度宇宙教育プログラムの取組みについて 
・ 宇宙教育教材の開発に携わり 
・ 宇宙教育プログラムの概要 
・ 2022 年度受講生の募集について 

※号数は 2015～2020 年度に本学が発行したものからの連番とした。 

 
【宇宙教育プログラムホームページ】 

宇宙教育プログラムの周知・宣伝・募集を目的として、ホームページを作成し、プロ

グラムの概要、実施内容の報告、宇宙教育プログラム通信等を公開した。 

 URL：https://www.tus.ac.jp/uc/ 
 
 

https://www.tus.ac.jp/uc/
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3. まとめ 
 本学は長年にわたり、開放性の教員養成に基づき、理数系の専門教育を基盤とした専門性

の高い理数教員の養成を行ってきた。また、宇宙教育に関しては、宇宙航空科学技術推進委

託費の宇宙航空人材育成プログラムにおいて、宇宙科学技術・宇宙産業を担う研究者・技術

者等の人材の輩出を目的に理工系に特化したプログラムを実施し、高校生・大学生を育成し

てきた。今期プログラムでは、本学の伝統的な教員養成の実績と宇宙教育のノウハウを融合

させ、宇宙研究、科学教育、教育学を専門とした本学教員が連携し、主体的・対話的で深い

学びに基づく中高生向けの宇宙教育教材・カリキュラムを開発・実践できる大学院生、大学

生を育成することを 3 カ年の目的とした。 
プログラムの初年度となる今年度は、宇宙教育プログラム指導要領の作成、モデルコンテ

ンツの作成、ファシリテーション能力育成講座の開発を行う過程で、パイロットプログラム

として、次年度以降のメンター候補者となる学生の育成も行った。 
宇宙教育プログラム指導要領では、リーダーシップや柔軟な思考、的確な判断力を有した

若手からベテランまでの宇宙飛行士や宇宙分野の研究者・技術者ら 20 人にインタビューを

行い、彼らの基本姿勢や思考パターンを定式化した。宇宙分野で求められる資質・能力・技

術を 7 つのカテゴリと 70 の心構えに体系化し、それぞれ解説とともにまとめた。 
モデルコンテンツの作成では、次年度以降の受講生が宇宙教育教材・カリキュラムを作成

するためのモデルコンテンツを作成した。コンテンツは、遠隔探査実験を題材として、「遠

隔探査ロボットの製作」、「人の住む環境について考える」、「ローバーを使った月面探査レー

ス」、「課題解決に向けたルール作成」の 4 種類を作成した。作成にあたっては、主に過年度

に同委託費で実施したプログラム受講歴のある本学学生を開発補助とした。開発した教材は、

協力機関の学校と連携し、開発補助者が授業や課外活動で実践した。 
 また、作成した教材を効果的に実践するためのファシリテーション能力育成講座の開発を

行い、試行的に計 4 回の講座を実施し、開発補助者に受講させた。 
 学校現場での実践を含む教材開発の補助やファシリテーション能力育成講座を受講させ

ることで、開発補助者の成長を促し、次年度以降のメンター候補者として育成することがで

きた。外部評価委員会委員からは、学生の成長が実感できるプログラムになっており、授業

を実践したメンター候補者の成長は申し分ないという評価を得ることができた。一方、実践

の授業を受けた中高生の成長度を測る仕組みが十分ではないという課題が挙がった。次年度

は、本学内にとどまらず、他大学に在籍している大学院生、大学生までを対象とした 1 年間

のプログラムを実施し、受講生の成長を測るとともに、受講生による授業を受けた生徒の成

長を測る仕組みも課題として取り組んでいく。さらに、開発した教材の教育現場への普及に

ついて検討を進めていく計画である。 
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4. 参考資料 
（1） 宇宙教育プログラム指導要領 
（2） 宇宙教育モデルコンテンツにおける指導案・スライド・ワークシート・配付資料 
（3） 宇宙教育教材開発及び実践に係る報告会の発表スライド 
（4） 宇宙教育プログラム通信第 10 号 
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